
「はばたき」は、学校へ行きたくても行くことができない児童生徒の

ための学びの施設です。友達とのふれあいを大切にした体験活動や学

習・スポーツ、教育相談等を通して心の安定を図り、自立心や協調性

を育てることを方針として、学校と連携しながら、社会的自立や学校

復帰に向けての支援をしています。

ここでいう「社会的自立」とは、何かを求めない・支援を受けないということではなく、適切に周囲に頼ったり、自

分から必要な支援を求めたりしながら、自分らしく生きていくという意味です。児童生徒への支援の第一歩は、将来の

社会的自立に向けて、現在の生活の中で「自己肯定感を回復する」、「コミュニケーション力やソーシャルスキルを身

に付ける」、「人に上手に SOSを出せる」ようになることを身近で支えることです。

学校に行けなくなったきっかけは一人一人違います。また、きっかけそのものが

「わからない」と答える児童生徒も少なくありません。だから、「なぜ行けなくなっ

たのか」「どうしたら行けるか」だけにこだわらず、どのような支援が必要か、本人

がかなえたい希望や願いは何か、本人が持っている強みや興味・関心は何か等も含め、

児童生徒の気持ちを理解し、思いに寄り添いながら支援することを心がけています。
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★育児相談

★母乳相談

明日もしあわせ通信夏号 108号

★4か月児相談

★フッ化塗布
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★離乳食座

＜センター長のつぶやき＞

「夏と冬の海の色は違うなぁ」って感じたことは

ありませんか？

検索サイトで調べてみると、瀬戸内海の海の色は、

夏は水温が上昇し、プランクトンが増殖することで

透明度が下がり緑色(エメラルドグリーン)になり、

冬は水温が低く、透明度が高いため青みが強くなる。

とのことです。

ちょこっと調べるだけで、頭のモヤモヤが少し晴

れました。今年の梅雨明けはいつかな。

伊予市こども家庭センター ☎ 089-989-6226

今月号は 伊予市教育支援教室 はばたき についてお知らせします。

★4か月児相談

★4か月児相談

★マタニティ
ヨガ

★母乳相談

★フッ化塗布

★フッ化塗布

★３歳児健診

アイコン説明 ： カルガモ相談 おおぞらクッキング

★マタニティ
ヨガ

★マタニティ
ヨガ

★マタニティ
ヨガ

★離乳食講座

★1歳半健診

★1歳半健診

★母乳相談

★印は、保健センター（９８３－４０５２）へ
お問い合わせください

教室での活動 教科等の学習、読書、タブレット学習、手話教室、ゲーム、
趣味、ものづくりなど

体育館での活動 バドミントン、バレーボール、卓球、バスケットボールなど
調理室での活動 料理や菓子づくり
栽培活動 花，野菜の栽培など
教育相談活動 日々のカウンセリングなど
自然・社会体験活動 美術館や工場見学、観劇、郊外学習、野外レクリエーションなど

はばたき

★マタニティ
ヨガ


